






















































































































社会の理論』日本評論､ 1939)や"Oriental Despotism･A Comparative





















合併号､ 1949)･ ｢代田と区田一漠代農業技術考｣ (松山商大『社会科学の
諸研究』 1950)･ ｢中国農業技術史上の若干の問題｣ (東洋史研究11-5･ 6
3
合併号､ 1952ト｢中国古代史家の諸説を評す｣ (歴史学研究180､ 1955) ･
｢春秋戦国時代の農業とその社会構造一華北農業の展開過程｣ (松山商大
論集7-3･4､ 1956･ 1957ト｢春秋戦国時代における農業の発達｣ (歴史教
育9･4､ 1961) ･ ｢中国古代農業の展開一華北農業の形成過程｣ (東方学報
30､ 1953ト『中国農業史研究』 (御茶の水書房､ 1962)､西嶋定生｢古代
国家の権力構造｣ (歴史学研究会1950年度大会報告『国家権力の諸段
階』 ) ･ ｢代田法の新解釈｣ (野村博士還暦記念論文集『封建制と資本制』
所収､ 1956ト｢秦漠時代の農学｣ ( 『古代史講座』第8巻所収､学生社､
1963)､西山武一｢斉民要術の農学｣ ( 『校訂訳注斉民要術』上･東大出

































































































































1973)吉田晶『日本古代社会構成史論』 (東大出版会･ 1968) ｢古代国家
論｣ (『講座日本史』1､東大出版会1970) 『日本古代国家成立史論』 (同･
1973) ｢アジア的共同体と古代専制国家一日本古代専制国家再検討のた















































































































































































































































































































































































合す｣ (田律256簡) ･ ｢恒に八月を以て郷部春夫･吏･令史をして相
























































































































































































































































































































究26-4､ 1968)､太田幸男｢韓田敬｣ ( 『三上次男先生頒寿記念論集』朋
友書店,1979)､佐竹靖彦｢南秋田制考証｣ ( 『史学雑誌』 96-3,1987)等が
ある｡
(4)代表的なこの分野の研究として､天野元之助｢支那古農書考｣ (『資
料公報』5-5､ 1945) ･｢『斉民要術』と草地農法｣ ( ｢社会経済史学｣ 15-3･
4､ 1949) ･｢後漠の在室『四民月令』について｣ (『関西大学経済学論








社会編成｣ (『京都府立大学学術報告･人文』 33･ 1981)､佐藤武敏｢『呂
37






に看る農業経営規模について｣ ( 『専修史学』 36､ 2004)がある｡
(5) 『四時月令』については､甘粛省文物考古研究所｢甘粛敦燈漢代懸
泉置遺虻発据簡報｣ ｢敦塩懸泉置漠簡内容概述｣ ｢教壇懸泉置漠簡釈文選｣













が前漠前半､ e. 『港南子』が武帝時代(前147-87)､ ど. 『氾勝之書』が成

























と関連して｣ ( ｢東洋史研究｣ 3卜3､ 1972)･ ｢中国古代変作考一二年三毛















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)大島利一｢氾勝之書について｣ (『東方学報』 15-3､ 1946)､夏緯英『呂
氏春秋上農以下四篇校釈』 (中華書局1957)､西嶋定生｢代田法の新
解釈｣ (『野村博士還暦記念論集　封建制と資本制』 1956)､大島利一
｢呂氏春秋上農等四篇に見える農業技術について｣ ( 『史林』 49･1､
1966)､ ｢ふたたび呂氏春秋上農篇に見える農業技術について｣ ( 『史
林』 51-5､ 1968)､ ｢三たび呂氏春秋上農等四篇に見える農業技術につ
いて｣ (『史林』 51･5､ 1968)､米田賢次郎『斉民要術と三年二毛作』
( 『東洋史研究』 17･4､ 1959)､ 『呂氏春秋の農業技術に関する一考察･
特に氾勝の書と関連して』 ( 『東洋史研究』 31･3､ 1972)､ 『中国古代


























































(23) ｢江陵鳳風山八号漠墓竹簡試釈｣ ( 『文物』 1976第六期)参照
(24)米田｢超過の代田法一時に肇の性格を中心として｣ (『史泉』27･28､
1963)









































































































































































































































































































































































































































































































































史の研究恥吉川弘文館､ 1962)､影山剛｢前漠朝の塩の専売制｣ ( ｢史学
雑誌｣ 75･11･12､ 1966)および｢均輸･平準と塩鉄専売｣ (『岩波講座
世界歴史4』､岩波書店､ 1970)･ ｢桑弘羊の均輸法試論｣ ( ｢東洋史研究｣
40-4､ 1982)･『古代中国の商工業と専売制』 (東大出版会､ 1984)､藤
井宏｢漠塩鉄専売の実態｣一･二( ｢史学雑誌｣ 79･2･3､ 1970)､山田勝
芳｢漢代財政制度に関する一考察｣ ( ｢北海道教育大学紀要｣第1部B･
95
23･L 1972)､伊藤徳男｢漠代塩鉄専売制の実施について｣ ( ｢東北学院
大学論集　歴史学･地理学｣ 10､ 1980)･ ｢漠代財政制度変革の経済的要
因について｣ ( ｢集刊東洋学｣ 31､ 1974)･ ｢再び漠代の塩鉄専売制につ
いて-影山氏の新著を読んで｣ ( ｢古代文化｣ 38､ 1986)､柿沼陽平｢戦







弘羊の均輸法試論｣ ( ｢東洋史研究｣ 40･4､ 1982)･ ｢桑弘羊の平準法試論｣
(『三上次男博士喜寿記念論文集』歴史篇､平凡社､ 1985)｣､山田勝芳｢均
輸平準と桑弘羊一中国古代における財政と商業｣ ( ｢東洋史研究｣ 40･3､
1981)､渡連信一郎｢漠代の財政運営と国家的物流｣ ( ｢京都府立大学学































40-3､ 1981)､影山剛｢桑弘羊の均輸法試論｣ (｢東洋史研究｣ 40･4､ 1982)､
渡連信一郎｢漠代の財政運営と国家的物流｣ ( ｢京都府立大学学術報告･
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寮.開通道路.母 有陣塞○田猟畳 雫､羅網.畢野. 鎮獣之桑.母也九 円OJ 僞xﾞﾂ饋ｩﾈｫ78ｲXﾈ駭zHｾﾈ^｢ﾅｸﾍﾈﾙ*I^ｩY62|"颱I6"bEH決ｹｹV9bYｦhｲｮﾈ蔬ﾄ｢簫ﾘ蔗母閉.関市母索｣ 剞ｊ釥以備水 源.修官主.療 嘩頃.補城 郭.∫ 劒)Xﾈ駭r颱IkﾙY.ｨｹ倡BgY)'(ｬ)EiXｨｴ｢雷獣有放侠看､取 之不結○J r徐開廷門間､筑 固固J 霎8､Rr)ｨ點E^ｩtﾂ諄ｴ｢                                              
¢ x>ﾈ鳬Xﾅ前渡武帝期 ｽiKmる^ｩZ)5B膾b饋ｩiｲ饋｢y自^ｨ彿DX4｢｢母碍川津.母連取 kﾘ譏ｿ2韜阡ｩxﾒﾗ鶇岔X9りr佐天長養.捷修 埠高.無有環境○ 母興土功.母伐大 樹.令野庶.行田 原○執農事,駆獣 育.勿令書谷.天 子以免官容､先薦 寝厨○衆畜百桑､ 廓草死､秦秋 空OJ Y9j8ｪyX潔Y^｢｢樹木方盛.勿敢 Xﾈ域顫｢是月可以築城 EIkﾙ,ｹ颱bOXｹTﾈﾍﾈﾙ)Ebwb靉ｹ)右ig决｢命百官.荘重蘇.命司 kﾙtﾈ譎?｢韆ﾙ"5ﾘﾞﾊIk8ﾆ因HｸｴY2Xﾈ駭r颱ﾉW8ﾍｹｲ雕ﾙF騙ｸtﾉ_ｨｬR韶iEiW2Hhｴ｢)6愛ｩ5ynXｭJHﾝﾌT｢｢命漁師始漁J                                                                        
行囲芭.周視原 劍KｹW8決ﾘxﾇﾈ谷.天子嘗新. 乂2靄ｩ79uzIｨﾊｲ神倉.是月也.霜 俟りﾗ9ｸ乂:Hﾇ穎R}ｩ^B驀                   
(741-87BC) 劔nﾂ頡9yyfに;剏起土功.動尻 iX臧浮駝ﾙU2辛.停圏倉.乃命 俶鞅粳U84xｷりr間.停軽閉J 剩_計稿耕串.修束          
割安没 剪r.母焚山林､母作 ﾉHﾜⅸц傲H､B饋ｩeﾉW｢駭XｭB興兵.必有天鉄. 亂韵ｸ恕Hｪr有司､趣民放赦畜 郊ﾜ韵8ﾟ ｪB｢努農夫.以休息之○｣ 剞ﾐ､具田寮.｣              
(ー278())以 節 剔蜴以妨農功○｣ ｹｨﾙ跖險ｺｲ冖9¥"隍ｨk8ﾟR土潤滑暑､大雨時 冉りﾎﾈﾜx潔OR采､多輯衆.敬種 况ﾏ(hﾘｫj｢乃命水虞漁師.牧水泉池 决令辞農民.無有                  
止｡田猟畢-C､呈 帯羅飼.倭毒之 秦.母出九円○J 劍ﾗ2騫井Y2ﾉ潔Nﾉ7｢水崇.停城郭. 待官重○J 偬雲"韃ﾈ鳰Bﾗ8ﾝ8ｵ粨r軽重之法.貫歳之 敷.以遠近土地所 宜為庶○J 儷僞hｯ唔^ｨ緊駝D傀ｨ誥｢                      
引 用 偬B成立時期 ｨﾈ二月 倅四月 佻ﾈﾈ六月 俯Xﾈ八月 仞8ﾈ十月 偖ﾈ耳ﾈ十二月           
孟春 ?x??G春 冦?B?㊨ﾄ 亢x廝?ﾐ秋 ?x??G秋 冦??仲冬 亢y7?
千 yL8Eb前漠成育 zxﾎ2弌(薐｢陰凍畢沢.可雷美 田.緩土及河渚中 底J 佗倡97ｹeﾘﾘ截x粳Yﾈﾖｲ(蓼ﾈ駛ｹXx鳧箸ﾘ)&霄ﾙ7(霻｢｢四月種耗稲J gﾙ6:Hﾘ決ﾍﾈﾈﾖｴ｢)V8ｯ偬R馼ぺｸ>ﾆﾂ(ｷﾍﾈﾈ韵ｺHｺrﾒ坪ﾄSﾒ｢稜大豆.夏至後 gﾘ68ﾈ駑ﾂ 顥j*H廩險ﾎ9J｢霎8?｢r(k8畑黜ﾖｴ｢ ｢盛冬耕J                                             
′ 書』 $$2ﾓt$2上没塀,降板可抜○ 此時二十日以降.和 7韋ｨﾎ8自U8耳?｢陷(顥､｢○ r三月稔英時有 雨.高田可種大 h廩隧??ｪBﾙ騁ﾈ箸饂)7"臥.帝百石以上.十 畝得千石以上J r-後- 抱?､)gﾙMI69ﾈ鞋Bﾖｲ耕､護摩平以待 種時○l ｢大~至秋収 廩險ﾎ8?｢顗｢｢小豆不保歳､雛 得○椙黒時.注雨                                  
気去即闘士.以時 耕J ﾆ:Hﾎｩ+)62?ﾈ陋ｨ蓼ﾈ8BeI[稲ﾙEj2豆OJ ｢黍肴暑也○種看 必待暑.先夏至二 十日.此時有雨. 荘土可種黍J r..一亡覇王コ>■■打. 偃ﾘｶ種大且.夏至_ 十日尚可種J r種兵､春凍解.蘇 治其土○春草生.布 糞田.復耕.平摩 之J 簸｢且 -畝申十六石J 剋岦､五升J              
g h冓h9)'R前渡平帝 滅ssVWｩ?ｨ荿耳5)WﾉU･DXﾔi>ﾉBXｽh鉉Kmる^ｩO2ｼ粳^ｨ膵ﾘﾂ･母作大事以防農事 ･母ロ水薄口限池口 唸陷案yfる"hｹ-r･総長増高母有壊 防 ･母起土功.母費 唳^ｨﾏｸ潔R饋ｨ鵫､Bﾏｲ--(土功?) 唳U8ｪ韵ｸｫXｪ霪yf噂ﾙ>8ﾜr--築城郭建都邑 穿審修国倉 ･収務蓄采多積緊 唳kﾙU8ｪﾙyk9W2)?ﾈ決ﾚi&颱i･命百官監重蔵 唳7倬ik8ﾞﾂI^｢NrY^ｨｻ8壺饋ｨｴ･告有司口口秀傑                                        『四時月 令』 侏8跖ﾍﾉDコ又母 蘇.母天空鳥.母 費.母卵.母罪大 恩.母築城郭｣ ﾈﾂﾏｲY^ｩ[}･関連道路母有- ･母辞射輩鳥及張 羅 XY^ｨﾕYKUﾘﾏｲﾈ褪u^ｩ^ﾈﾍﾈﾙ"饋ｩR69|"･門間母口 関市口 秦 ･母用火南方 勍修官室口唇陪 輔城弥 唸ⅹﾍﾈﾙ)'YEHｪ佰ｹ{饋ｨ筋鳧鳧ﾗ8ﾏｹ^ｨｵ母或亘出 ･母果金石銀銅銭 唳Xﾘ乂2闔Xﾙ&nrY^ｨﾖｹHﾈ為9Y"大衆口園而閉 ･徐開廷門間築固 固 ｸ7从ﾘｨ潔xｪb                                           
h x賈j驀よ. 畠Y(inxﾜX9:ｺB｢陰凍畢沢.可富美 ･緩土河渚小 r陷(ﾟ俚僮"霽7僞i68ｸ鳧畑ﾗ鵤顗ﾕ霍ｩj"r蚕入最時雨降. 可稜黍.禾謂之 緬GF｢餽YI賈ﾂｫ9ｴ｢(鳧畑ﾗ粨顗ﾟh9hﾎ9?ｨ險ｦXﾍﾂr六月初伏､薦 ?｢餬Xﾍﾂﾙ)hｾ｢｢是月也.以詞泰 社日､薦黍.豚干 ｾ8ﾈ韭ｨI6雇餤ﾘﾂr趣納禾稼.母或在野○可 収蕪青嵐瓜○J 耳ﾈ韋ｩEb?｢XｶｩKﾂ茲)EH決ﾊﾈｹ"｢十二月隔日.薦 柿.店-体農息                                                        
土長冒栃陳根可抜○ 剌ｰ.胡麻､別小 ｲ8鱠｢日可種禾及牡麻 劼是月也稜蕪 IﾊH麟k雍俐Y&ﾒ刮|.柿.梁.緒供         
急雷強土.黒櫨之 剔旧綠ｨ参夕.桑桔 赤可種大~謂 ｲ(Y8ﾗｷ丶りｧb○ 先後各二日可種 儼物ｫ9/t)Xﾈ駭x¬5ﾘｬｲ膏及芥.牧宿一 Y"雹ｸｺ2剿喧ﾊ巳之具○J                 
後漢毘帝 建寧年間 (168- 8ｴ｢(顗Mｩ:JI2?ﾈ韈ｸ顗覆田及′F] 虞○可種枯未.大 豆.互麻,胡麻.J ﾊB險ｩ?｢Eh8鰾驂阯x鵤|YyW｢義.冬築.甚葉 千.布祭鳴.収小 出草姶茂可焼 亳｢)Xﾈ駭r陷)¥ｨ手ｷﾙjH險ﾎ8耳?｢母失時○可音容 田○J X揵Dｸｸ惲りﾍ9Vb饅｢ﾍID(ﾗｪ｢凡種大小容､得 白露節､可種薄 田秋分種中田 劼五穀既登､家儲蓄積○J r是月也.可別大意-羅 ﾆ粳x帝R揵:B馼8ｴ｢)7韋ｩ?ｪI[ﾘHﾍﾂ役.息必下浜.∫ r遂合格田欝､養                                                   
171) 以前 儷｢雜鞏鰍R揵Dｲ駝"るgr可投票.秦.大小 夏.蘇.容子.∫ Xﾈ駭r鞁(斤ｼr陂)j"j苛○J)～ 灰○J ｢韓及大葬収 帝2ｸ"鈔韵62隱ﾄﾘｯﾉﾘﾞﾂ｢羅大豆､裡横. 小寒.可収結締 ｢(Y:Hﾟ儁I62Irl〉 後十日種美田○唯 早晩無常.∫ ｲ莱.大′ト且.麻子.収桔 積○J 侈ｸｦX耳抦蜂zBhH･ｹｸﾗ陋｢耕牛､選任田者. 以侯農事之鮭.J                                                
千.雑蒜.芋○可分 剌n.∫ 兌陷ｸ¥ｨ惲椋以供入出之粒. 假ｲr｢薙大小豆､要望 ﾞﾘｶv剌d役五十日.費取         
顔,罪.真田瞭○J 劼羅黍､買布.J ｢三月三日､桃花 盛､農人候時両種 也OJ 仆ﾄ淋雨将降､儲米穀. 薪炭､以備道路陥淳 不通.｣ 剞`.収結締○｣ 亳ｴ｢剌V.息最多者. 歳所宜也｡J      
a/b ?y??????ﾉWB?? ?? 冑95HﾍB??秦 ? ? 
8′♭ ?y??????ｸｦ? ? ?秦 ?? 佇?x鎚ｬ"?栄.蘇 偬? ? 
千 yL8Ei.ﾞﾉWB 揺.蘇 俔竏4X8ｸ6588YY:B株稲(モチゴメ).慕 Y:B饉｢ｒ大豆 宿容 凅                          
千 ?yL8?Eh???ｸｦ? ? ? ?? ?X揵:B?h黍 ? ? 
h x賈j驀ﾞﾉWB 餉ｩ:Bﾈ8ﾘ8栢禾(早蒔葉) ･大豆 俔儼､ﾉhﾒ帝ｩmるR:B韵d&ﾈ.crｴ秦.栄.大豆.小豆 冕"雜h2Yh2蕪膏 兀8屍大葬.小春                            
h ?x賈j?驀???ｦ饂? ? ?義軍(カブラ) ? ? ?蕪管t禾稼 ? 
h ?x賈j?驀???羽9WB俥ﾉZ? ? ?(力ワムギ) ･大葬 唳??.??vR?小春 ??黍 ?莱.大小豆.庶子 俔?粨銀?X惲?B馼8??
h x賈j驀ﾝHH俥ﾉZ 莱.秦.大豆.小豆 麻子,容子 竸r Y:B顫ﾉ:B大豆 Y:GH揵:B宿葬                  
宿黍′(カワムギ) rEordetlmVulgEtreー   播種 
奉′旋秦(春種秦) 秦 剩d種収穫 
l樟 穫l 









出典 闔ikﾂ戸口数 9Hﾔﾂ宅地等畝 I^B主作物.輪作記事 假ｹ?ﾂ韵ｸｦ驂｢備考 亢ﾈ駟ﾉzyI.磯隸｢牛翠              
1 倩ﾘﾆ中原  100歩 佻ﾈﾙ"陜馼2B驂R 僞ｳ"ﾓxﾈ竕t浦r停西周～春秋後期 冖2           
2 偸Hﾏiw)6魯国 店ﾏｲ100畝 几h)IKﾂ100歩 968耳ﾜ籀ﾚJI(i69?ﾜ簫H岔68蓼ﾜ籀Hﾍﾈﾙ& 佰hﾍﾉD陋ﾙﾂ(ﾒ鞴(,h,ｫx*hｸ更*hﾞｼ+X*ﾙ|ﾙ[ﾘ.x*r+X-踉春秋末 冖2                                
3 豫x斉国 9E#ZB100畝1夫力○(山 100歩 佻ﾈﾙ*BﾙEh馼ﾜ靹ｳ高田10石間田5石庸 俾ﾙ],ﾘｭH,ﾉNﾂ春秋末～西漠初 冖2                  
中農挟4､ 下農挟30 (漢度篇) 侈I]_ｸ自z*Bｾ9WiEi69nz8iF]剞､o(軽重甲篇) 39竏ﾊI]薬W8暎##笞B(c(ｾﾇ偬Hﾖ)]沃を｢中年畝二石､ 一夫為栗二百石｣と するo                           
4 俛ﾎ｢中原  100歩 佻ﾈﾙ" 戦国前期 滴6ﾔ("           
5 冦永ﾈ99]中原 9Eﾏｲ(cxﾏｲ屮Xﾏｲ100畝 添B100歩? 佻ﾈﾙ" 價ｨﾏｹEh徊Iｸ潔k8ｵ匕戦国後期 ｨｸ("                          
6 艙]x咤魯国 5.0畝(城外田) 免竏62100歩 冕"軒粥を給するに足るo H隧V粨ｮx,ﾈ徂蜥戦国後期 冖22                   
7 刋8ﾊｲi(yr貌国 loo軟 100歩 驂竰 <c#^IY68幹nxｹﾉnYU靂ﾈ馭戦国末 冖2                    
8 冲ﾈYzｩ]中原 loo軟 添B100歩? 佻ﾈﾙ*H耳ﾜ韭xﾜHｦ颱b姥異薬 戦国末 6ﾘｸ("                
9 傅Hﾄ顋ｺｹ>]関中 添ﾃｳloo軟 等Bﾈ擁62ﾚ*+ﾘ.ｒ100歩. 240歩説共 に有りo 佻ﾈﾙ" 佻ﾉU9H自oH爾ﾆｹ>hｾ:H橫耳ｸﾈﾘｴﾈ馭戦国末 冖2                                   
10 刋9yr9E中原 関中? 963佰ｲ岔63Xﾏｲ100畝 100歩 飆粳h2JII韵ｸｦ靜2h9:JHﾚﾘ餔ﾉj"騙宛OﾉI 冏ｹ]ﾖﾈ,ﾈ+,hｲ戦国末 rﾈｸ("                           
ll 假ﾉ~r中原 9&鶇彡rﾂi&鵤彡iﾆ｢&鶇彡Rﾆ&隱ﾈ6x譎6ｲ不易之地100畝､ -易之地200畝､ 再易之地三百畝 (地官大司徒) 9&經B(i&B陋ｩ&ﾆｉ&隱ｲﾂ100歩 佻ﾈﾙ"飆粨殊CIW8校B#Bﾘ校C3HﾜH抗R譎6ｲ鑓9&逸(Ei?B(i&逸)KﾊH岔&逸(蕀EbﾒHｪX譎F竰 I69xｴﾈ戦国末～酉漢 冖2                                                             
12 zR)ﾂﾕ咽969zR四川  240歩  刎ﾘｹ(ｴｹ.液ﾈ.ｸｪｸﾘ*薬秦 冲ﾃ                  
13 8徂I豫湖北.  240歩  亂ﾘｴｹ.りｸﾙW8膵ｴｲ西漢初 冲ﾃ            
田律 ﾈﾅ2   症        
14 亊郁､中原 家毎100畝 價X)IKﾂ100歩 佻ﾈﾙ"公田10畝 I69xｴﾈ西漠初 冖2              
15 偸HL刋中原 店ﾏｲ一家100畝 240歩 佻ﾈﾙ" 倆ﾘﾙ],X-Hﾌ9v西漠前期 冖2           
16. 仞)ﾘ'ﾈ山東. 8彡xﾏｲ59.4畝 8彡IBb大畝.小畝 倅籀校IOｷ椅ｲ碓ﾈｫIEb中田小畝畝20斗､上 8彿'ｸ耳彙ﾘｾr西漢前期､内容は 冖2                 
田睦 凩Yﾂ中家6口 下家5日 閏ﾘｼﾂ家3畝.下家 2畝 俑ﾈﾝﾒ所在以為均之歳). 9C#y6ﾊH岔69C26ﾂ鶏一雄一輝｣､牛所 有無しo ﾘﾙﾎ8ｯｩ*.                    
17 z(ｯﾉ."湖北. 釘ﾃSﾂ25.125畝 240歩 3I9h.6ﾈ,ﾉFH顥ﾙu重近氏の推定(播種量 佻ﾈﾏｹ駅Z｣ﾓ#西漠前期 冖2                   
南郡 江陵県 忠[ﾘｼﾂ(平均値) 劍ｴﾈﾝｦ(ﾍY&zX,ﾉIFI|｢*zH,(+YIｲ×30)で粟75石､ 畝3石o 駛)i鶇ﾜIh蝌顗妺w,ﾉV陷iv                      
18 俶ｨｴﾈ憙ｹH関中  240歩 冏ｹ[j(ﾙ"餬:8,ﾈ-ﾖﾙxﾊHｸh,ﾙI闍ｩ.敬-鍾(6.4石) ﾙｹHｴﾈ馭8･I66西漠中期 冲ﾃ                
19 俶ｨｴﾂ陜ﾙ)6名国万 家之城 1000畝 240歩 YI粨魔闍驂,h.ｩ.&姐ｸﾞ育9.るﾈ露.(.x轌4R畝鍾(6.4右)で6400 石､収入逆算から1800 料(宮崎市定説では 3600斜) ｧ9yBHb68ｩ?iﾉｸ,ﾈ?ﾂ/EX8+.｢ﾘx,ﾉ~西漠中期 s                                      
20 俶ｨｴﾂ陷ﾙwH関中  240歩 飆驀畝毎に分陰滞坂4石. 鄭国渠6,4石.臨晋は 予定で10石を見込む が失敗o 兀.倬8,X,ﾈ､ｨｹBｴﾈ馼ｲ西漠中期 冲ﾃ            
21 969d三輔太 常河東 弘農 12夫500畝につ き2牛3人で耕 作○ 240歩 亳R畝毎に一石以上を益 すo 冕ﾘ*(,ﾘｸﾘ晴*ｸ/ｾｨ+X-踉酉漠中期 冲ﾂ            
22 偸ﾈX皦ﾅ中原 1人禾耕で不過 lo軟 240歩 中田積､卒歳収､不過 畝4石o 西漢中期 冖2           
23 儉8Eh中原  240歩 佻ﾈﾙ"飆上田19石.中田13石 薄田10石 西漢末 冲ﾃ        
24 仞8螽ｼ中原 令1人給田､日に 1畝114歩 240歩 寂 西漠末 冖2             
25 ｩm旭B徐州東 迭Xﾏｲ提封田192.3畝居 忠_(顗240歩 yh顗I鞐ﾉWIlｩ郡の入穀506637.22 兔ｨｬ亂ﾓX,ﾂ酉漠末 冲ﾃ                 
集停 丶8ﾅ2(春令成戸 3.97口) 俛ux63s偵YB2.47畝 7300頃余o戸毎で27.3 畝o 鶇ﾌｹhS踉輸送事項記載有り○             
26 亅ﾘ躋Y9&驂ﾘｻ2鶴 店ﾏｲ100畝 240歩 畝1.5石､150石(3000 佗)o羅錯上言では100 石o 東漠中期 冖2             
27 亅ﾘ躪爾YxXﾟiUﾂ中原? 迭ﾂloo軟 240.歩? 僖闔ｨﾞﾂ姻Hﾖｸ+ZH廬5ﾘ+jB,丿X,I7ﾘ+xｲ100石に過ぎずo 僞ﾈ*ﾘﾖｸ+x.U9B,ﾈ+o,兀r西漠前期 滴6ﾘｸ("                                
粟梁 者二人を下らずo    
28 亅&騫ﾘ躋全土 釘繝yﾂ可墾地264畝 定墾田57.62畝 240歩 佻ﾈﾙ"飆粨殊Hx~x粟2ｴﾈ馼,f 兀.弍ｨ,C^x邊ﾗ8ｲ東漠中期 冲ﾂ                       
29 亅ﾘ躋X鯖68ﾘ中原 上田100畝 中田200畝 下田300畝 100歩 i62ﾘ校H岔68ﾜH更ｲ 東漠中期 冖2              
30 从Hｫ涼州 西海郡 居延 65畝(二処田) 240歩 粨魔飆飃IH8ｴﾉtﾈ.取租26石､畝毎に4 斗租税o大半税として 収穫は78石､畝1.2 石かo 2繆ｬ姐停SxｬcY9ｲ,侈唔=I69&IRｴﾈﾘｴﾈｬﾖ東漠中期 冲ﾃ                              
31 傴侏粳i]中原?  240歩 畝収3石､田租畝毎に 3斗公収しても経営は 可能と述べるo 儂ﾈｺｸ,ﾉzh/,ｨ+h,B丑ﾉ|9[ﾘｼR唏爾Lｩ4假ｸｦ驂ﾘ,h,rI&ﾈｲ東漠末～貌 冖2                 
32 傀乂xｴﾂ普 50畝(課田) 240歩 収租四斜.絹三疋.棉 三疋 亂ｩ?_8ｮﾙYI/rhｾ8,ﾙy8ﾌﾂ馭酉晋 冖2                
33 俶僥馭斉国 100畝為夫 100歩  I69xｴﾈ,丼H騙ｲ南北朝? 冖2           
表3.畝歩数と生産力表
出兵 侘ｸﾏｹB田畝広 I^B①収穫量 9iHﾇh蠅②当歩収 (単純計算) )9iH云ｹtﾉ&緝ｨHﾖｸ訝①想定 耕作率 I9iH椅ｸﾞﾉzi^)2⑥当歩収 (耕作率補正) 儖Xﾖﾂ                           
A xｫﾘ躋Y9&驂ﾘｻ25口 免>240歩 S1.5石 Y2.5石 田R2.5石 C中原地域.貌国○粟o 袛澾                          
B ?xｫ????ﾘ躋?xXﾟiUﾂ?人 免?>?240歩 ????石 ????1.7石 田??.7石 ???#Y??N一作の記載(春耕夏転 秋穫冬蔵)有o粟.梁 
C xｬxﾇ偬Hﾖ)]上農5､ 中農4､ 下農3 (携度篇) 免>100歩 #1.28石 #2.1石 田R2.1石 #-農之事､終歳耕百畝o                        
D xｬxﾙ]上農5､ 中農4､ 下農3 (漢度篇) 免>100歩 2石 )1.7石 田R3.3石 39河間の肥沃を｢中年畝二 石､一夫為栗二百石｣と表 現o                          
E ?x?>ﾈ???X?]?不記載 ??B?40歩 鼎??4石 ???i??.7石 免???石 ???i??齦v拓末不適十畝､中田 積.卒歳収､不過畝四石 
F ?x讓ｴﾈ??ﾙ?6?不記載 ???B?40歩 田C???,4石 ??#ci??﨎ﾎ 免???.4石 ??#ci??ﾑ郭千畝畝鍾之田〇二十 万銭の収入を農業で得る 例o 
G 仞)ﾘ'ﾉ^ﾂY69d上家7口 中家6口 下家5口 鉄偵IB閏ﾘｼﾂ大小畝混在､ 170歩で計算 ゅ1.18石 31.18石 (年度耕作申告) 鉄偵BR>]ｹtﾉ(b1.97石 i中田小畝畝20.斗､上田 畝27斗､下田畝13斗o 家畜に牛無Lo                              
H ?y??????9E??上田9人 下田5人 免?>?100歩 ?3???I.?ﾂ?2.31石 ??#3??3.85石 免???.31石 ??#3??中間値の7人扶養.納税 などをAから算出02人労 働推定o 
①､一戸当りの畝広が明らかな資料のうち､生産量の記載も存在するものを取り上げ､畝収と総収入を纏めた｡
②､歩数で換算し､成立が二四〇歩制後と見られるものを除き一〇〇歩-畝制､大小畝混在と見られるものは一七〇歩として歩当り収穫を計算0
③､ 『推南子』･『史記』を除く事例は､二四〇歩制の保有全耕地を利用した生産量としては低い｡ここから､これらの耕地面積は休耕地を含んだものと推定｡所有地
の六割で生産したものとして先の畝ごとの収入数値を計算し直す｡
④､ ③では､赤字経営の『漢書』食貨志が､肥沃とされる河間の生産を上回る｡そこで､まず『漢書』食貨志は所有地全てを利用した生産と考えるべきであろう｡
また､年度耕作利用地から算出された銀雀山田法を目安に各個耕作率を計算しなおすo
⑤､続いて畝当り収穫量を-○○歩制から二四〇歩制に単純に二,四倍せず､耕作地を六割と考えると表の⑤の様になり､畝当り収穫量は中熟年一作で二石という数
値が妥当なものとなる｡
⑥､上記⑤の数値を歩数で割った数値は表の⑥の様になる｡歩毎ではB ･晃錯表が極端に低い域にある以外はそれぞれの原文に有る通りの肥痩の差を浮かび上がら
せている｡
